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婦人科がん領域におけるドラッグ・ラグ
患者会の取り組み

卵巣がん体験者の会スマイリー　代表　片木美穂

自己紹介

Å １９７３年９月　　　　大阪府大阪市生まれ

Å １９９２年３月　　　　金蘭短期大学国文科卒業

Å １９９２年４月　　　　パソコンインストラクターとして働く

Å ２００３年２月　　　　流産を経験、卵巣の腫れを指摘される

Å ２００４年４月　　　　淀川キリスト教病院で手術→告知→治療

Å ２００６年９月　　　　卵巣がん体験者の会スマイリー設立

Å ２００７年４月　　　　卵巣がん治療に対する要望書提出

【卵巣がん体験者の会スマイリー】

会員１３２名、ＳＮＳ（ソーシャルネットワークシステム）を取り入れ

インターネットを使って情報交換や患者の交流を主に行っています。

卵巣がんとは

Å 卵巣がんは年間約８，０００人が罹患し、年間約４，５００人が亡くなる

Å 骨盤内にあるため自覚症状が乏しく気づきにくい

Å 適切な検診方法が無い

Å 卵巣がんの約半数が進行がんで発見される

Å ５年生存率は約３０％

Å １０年生存率は約１０％

Å タキソールの登場により生存率の改善は見られたが進行がんの治療成績
は決して良好とは言えない、難治性のがんである

Å 今後、より高い抗腫瘍効果を有し、延命に寄与する化学療法の開発が待
たれる

引用： 卵巣がん腫瘍ガイ ド ラ イ ン ２ ０ ０ ７ 　 第２ 章ー１概論より

抗がん剤治療が不可欠

現在の卵巣がんの化学療法

■標準治療

ＴＣ療法　　　　　　　　　パクリタキセル＋カルボプラチン

■標準的初回化学療法のオプション

ＤＣ療法　　　　　　　　　ドクタキセル＋カルボプラチン

Ｗｅｅｋｌｙ－ＴＣ療法　　パクリタキセル＋カルボプラチン

ＣＰＴ－Ｐ療法　　　　　　イリノテカン＋シスプラチン

ＣＡＰ療法　　　　　　　　シクロホスファミド＋ドキソルビシン＋シスプラチン

ＣＰ療法またはＣＣ療法　　シクロホスファミド＋シスプラチンまたはカルボプラチン

　　　　　　　　　　　　　シスプラチン単剤

　　　　　　　　　　　　　カルボプラチン単剤

■再発卵巣がんの化学療法

パクリタキセル単剤　　　　　　　　　

イリノテカン単剤　　　　　　　　　　

ドキシル単剤　　　　　　　　　　　　

トポテカン単剤　　　　　　　　　　　

ドクタキセル単剤　　　　　　　　　　

ジェムシタビン単剤　　　　　　　　　

エトポシド単剤（経口）　　　　　　　

イリノテカン＋エトポシド（経口）　　

ジェムシタビン＋ドキシル　　　　　　

引用： 卵巣がん腫瘍ガイ ド ラ イ ン ２ ０ ０ ７ 　 第２ 章－７再発卵巣がんの治療よ り

治療の選択肢が
たくさんあるように
見えるが・・・

卵巣がん治療の問題：再発・再燃

【Ａさんの場合】

発見時：進行がん

初　発：手術後、標準治療（タキソール＋カルボプラチン）により寛解

再　発：タキソール＋カルボプラチンが奏功しマーカーが一桁に

再々発：前回治療から間隔が開かなかったので薬剤を変更するも奏功せず

　　　　　医師も次の治療をどうするか悩んでいる状態

　　　　　「日本国内でできる治療がありません」といついわれるか不安

発見時にすでに進行がんであることが多いので、
このように再発・再燃を繰り返すことにより
やがて治療法方が尽きてしまう患者さんが多い。

卵巣がん治療の問題：アレルギー

【Ｂさんの場合】

発見時：進行がん

初　発：手術後、標準治療（タキソール＋カルボプラチン）でアレルギーが出る

　　　　　その後治療方法に行き詰る

カルボ
プラチン

タキソール

４％ １２％

引用： 卵巣がん腫瘍ガイ ド ラ イ ン ２ ０ ０ ７ 　 第２ 章－４化学療法よ り
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卵巣がん治療の問題：アレルギー

■標準治療

ＴＣ療法　　　　　　　　　パクリタキセル＋カルボプラチン

■標準的初回化学療法のオプション

ＤＣ療法　　　　　　　　　ドクタキセル＋カルボプラチン

Ｗｅｅｋｌｙ－ＴＣ療法　　パクリタキセル＋カルボプラチン

ＣＰＴ－Ｐ療法　　　　　　イリノテカン＋シスプラチン

ＣＡＰ療法　　　　　　　　シクロホスファミド＋ドキソルビシン（適応外※）＋シスプラチン

ＣＰ療法またはＣＣ療法　　シクロホスファミド＋シスプラチンまたはカルボプラチン

　　　　　　　　　　　　　シスプラチン単剤

　　　　　　　　　　　　　カルボプラチン単剤

■再発卵巣がんの化学療法

パクリタキセル単剤　　　　　　　　　

イリノテカン単剤　　　　　　　　　　

ドキシル単剤　　　　　　　　　　　　

トポテカン単剤　　　　　　　　　　　

ドクタキセル単剤　　　　　　　　　　

ジェムシタビン単剤　　　　　　　　　

エトポシド単剤（経口）　　　　　　　

イリノテカン＋エトポシド（経口）　　

ジェムシタビン＋ドキシル　　　　　　

プラチナ製剤に過敏反応が出た場合、
治療の選択肢が

一気になくなる可能性！！

さらに・・・

卵巣がん治療の問題：適応外

■標準治療

ＴＣ療法　　　　　　　　　パクリタキセル＋カルボプラチン

■標準的初回化学療法のオプション

ＤＣ療法　　　　　　　　　ドクタキセル＋カルボプラチン

Ｗｅｅｋｌｙ－ＴＣ療法　　パクリタキセル＋カルボプラチン

ＣＰＴ－Ｐ療法　　　　　　イリノテカン＋シスプラチン

ＣＡＰ療法　　　　　　　　シクロホスファミド＋ドキソルビシン（適応外※）＋シスプラチン

ＣＰ療法またはＣＣ療法　　シクロホスファミド＋シスプラチンまたはカルボプラチン

　　　　　　　　　　　　　シスプラチン単剤

　　　　　　　　　　　　　カルボプラチン単剤

■再発卵巣がんの化学療法

パクリタキセル単剤　　　　　　　　　

イリノテカン単剤　　　　　　　　　　　再発卵巣がんに対してランダム化試験されていない

ドキシル単剤　　　　　　　　　　　　 （適応外）

トポテカン単剤　　　　　　　　　　　 （適応外）

ドクタキセル単剤　　　　　　　　　　

ジェムシタビン単剤　　　　　　　　　 （適応外）

エトポシド単剤（経口）　　　　　　　 （適応外※）

イリノテカン＋エトポシド（経口）　　 （適応外※）

ジェムシタビン＋ドキシル　　　　　　 （適応外）

※２ ０ ０ ７ 年９月２ １ 日に社会保険診療報酬支払基金が　 適応外ながら も保険適用を認めている薬剤。

再発時の治療の
殆どが適応外！

２００６年初夏

Ｃさん

「もう治療法がありません」といわれる。

未承認抗がん剤「リポソーマルドキソルビシン（ドキシル）」の個人輸入を決意

・混合診療の問題

・個人輸入して投与してくれる医師を患者自らが探す

・患者自ら投与方法を調べる

・輸入に時間がかかる

・全額自己負担で１回の点滴治療に６０万円！！

お金

病気の体への負担
何が先進国の
医療だ！！

副作用の心配

インターネットの呼びかけから署名活動が

Å ２００６年初夏、インターネット上で署名活動を始めようと声があがる

Å インターネット上の患者会が発足

Å １ヶ月で代表者が辞任し、活動が宙に浮く

Å ２００６年９月１日、インターネット上で活動していた有志が再結成し「卵巣
がん体験者の会スマイリー」として活動を始める。

抗がん剤が使えないって
いったいどういうことなの！？

抗がん剤が使えないとは（２００８年１月末現在）

１）日本で未承認の薬（どの部位にも使用されていない薬）：
未承認薬
　１－Ａ）治験など実施されて承認申請中
　１－Ｂ）未申請

２）日本で他の部位に認められているのに卵巣がんには使用
できない薬：適応外
　２－Ａ）治験など実施されて承認申請中→ドキシル、ハイカムチン
　２－Ｂ）未申請→ジェムザール
　２－Ｃ）未申請だが社会保険診療報酬支払基金に保険適用が認められ混合
　診療にならない薬→経口エトポシド・アドリアシン

３）日本で承認されているのに、何らかの理由でつかっても
らえない薬

　　ワクチンなどは品質を検定する厳しい基準の国家検定が必要

　　医師が承認されていることを知らない　　など・・・

リポソーマルドキソルビシン（ドキシル）

Å世界およそ８０カ国で卵巣がん治療に対し承認

Å日本では２００７年１月にカポジ肉腫に対し承認

Å卵巣がんに対しては２００７年１月に承認申請

Å主な使用国。
【1999年】アメリカ／メキシコ／アルゼンチン／ウルグアイ

【2000年】イスラエル／ミャンマー／シンガポール／コロンビア／タイ／チリ／ニカラグア／ベネズエ
ラ／ホンジュラス／ノルウェー／香港／マカオ／アイルランド／イギリス／イタリア／オーストリア
／オランダ／ギリシャ／グアテマラ／スウェーデン／スペイン／デンマーク／ドイツ／ドミニカ共和
国／フィンランド／フランス／ベルギー／ポルトガル／ルクセンブルク／キプロス／マルタ／リトア
ニア／ポーランド／ハンガリー／スロバキア共和国／スロベニア／アイスランド／エストニア／ラト
ビア／チェコ共和国／インド／エルサルバトル／韓国／パナマ／ルーマニア

【2001年】カナダ／フィリピン／台湾／スイス／リヒテンシュタイン／オーストラリア

【2002年】ブルガリア／シリア／マレーシア／ヨルダン／バーレーン／カタール／レバノン／ニュージー
ランド／アラブ首長国連邦／エジプト／オマール

【2003年】ブラジル／ウクライナ

【2004年】トルコ共和国／スリランカ／ベトナム／インドネシア／コスタリカ／南アフリカ／ロシア
※ヤン セン フ ァ ーマ ー株式会社に内容を確認　 （ 2007年11月）




